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自衛隊は、防衛大綱に示された役割のほかに、地方公

共団体や関係機関などからの依頼に基づき、国民とかか

わる分野で、民生支援として、その組織、装備、能力を

活かしたさまざまな協力活動を行っている。これらは、

国民と自衛隊相互の信頼をより一層深めるものでもあ

り、防衛基盤の充実・強化に寄与している。また、これ

１　不発弾などの処理
不発弾は、今日なお、全国各地で発見されている。

陸上自衛隊（陸自）は、地方公共団体などの要請を受

けてその処理にあたっている。昨年度の処理実績は、件

数2,228件（平均すれば週約42件）、量にして約69トンで

ある。特に、沖縄県での処理量は、約29トンと全国の処

理量の約42％を占めている。

また、海上自衛隊（海自）は、第２次世界大戦中に敷

設された機雷のため設定された危険海域の掃海
そうかい

を行って

きた。この結果、危険海域にあった機雷の掃海はおおむ

ね終了（約99％完了）した。現在は、地方公共団体など

の要請を受けて爆発性の危険物の除去や処理にあたって

おり、昨年度の処理実績は、機雷２個を含む376,536個

（平均すれば週約7,241個）、量にして約123トンである。

なお、発見された不発弾が化学弾である場合には、自

衛隊には基本的には処理する能力はないが、化学弾の識

別、信管の有無の確認など可能な範囲で協力している。

２　医療面での活動
防衛医科大学校（埼玉県所沢市）では、医学の教育・

研究に役立てるための病院が設置されている。ここでは、

広く一般の市民の診療も行うほか、第３次救急医療施設

である救命救急センター1が運営されており、地域医療に

も役立っている。また、自衛隊は、全国16か所に自衛隊

病院を設置し、その一部では広く一般市民の診療も行い、

地域医療に貢献している2。さらに、自衛隊の主要部隊で

は、衛生部隊を保有しており、地方公共団体などからの

要請があれば、これらを活用し、災害発生時の救急医療、

防疫
ぼうえき

などにも努めている。

調査研究の分野では、陸自開発実験団部隊医学実験隊

（東京都世田谷区）、海自潜水医学実験隊（神奈川県横須

賀市）、空自航空医学実験隊（東京都立川市）が、それ

ぞれ野外衛生、潜水医学、航空医学などの研究を行って

いる。また、防衛医科大学校防衛医学研究センター（埼

らの活動は、隊員に日頃から国民生活に役立っていると

いう誇りと自信を与えている。

本節では、国民とかかわりの深い市民生活の中での活

動、国民からより一層の信頼と協力を得るために行って

いる防衛庁・自衛隊の広報活動、公正で民主的な行政の

推進に資する情報公開の状況などについて説明する。

国民と自衛隊を結ぶ活動第4節

機雷処理作業中の掃海艇「とよしま」�

1）重傷や重体、危篤疾病者の医療を行うための施設

2）なお、自衛隊病院での診療のほか、本年５月から、沖縄県立北部病院に防衛医科大学校の産婦人科医を派遣している。
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玉県所沢市）では、救命・救急医学に関する研究などを

行っている。これらの部隊などは大学や研究機関などの

要請に応じ、講師を派遣するなどして、長年つちかった

知識・技術を社会に提供している。

３　運動競技会に対する協力
自衛隊は、関係機関から依頼を受け、任務遂行に支障

を生じない限度において、国内でのオリンピック競技大

会、アジア競技大会、および国民体育大会の運営につい

て、式典、通信、輸送、音楽演奏、医療・救急などの面

で協力している。このほかにも、マラソン大会、駅伝大

防衛医大の授業風景� トリノオリンピック選手壮行会での音楽演奏�

COLUMN Q&AVOICE 解説�

ここでは、日頃の姿があまり表に出ない自衛官の仕事を紹
介します。

F-15整備員の仕事

出勤して整備服に着替え、愛用の工具ベルトを身につけた
ときから、整備員の一日が始まる。
朝礼で、一日の仕事が割り振られ、担当の飛行機が決まる。

気持ちを引き締め担当の飛行機へ向かう。オイルや燃料の漏
れがないか？機体に亀裂がないか？ボルトやナットが緩んで
いないか？機体の隅々まで点検する。特に上空での気圧の変
化や激しい旋回が繰り返される戦闘機では、小さな故障が大
きな事故へ結びつくため、点検に妥協は許されない。そして、F-15のフライトが始まり、着陸毎に、入念な点検が行われ
る。
点検は、夜間も行われる。夜間は“フラッシュライト＝整備用懐中電灯”が重要となる。時間をかけて、機体の隅々に

ライトを当て点検する。また、フラッシュライトは、意思疎通にも使われる。エンジン音の響く駐機場では、声は聞こえ
ない。このため整備員は、ライトの動きや点滅を使った会話をするのだ。
F-15が一日の飛行を終えると、一日最後の点検となる。F-15は、いつでも飛行できるよう、故障があれば直ちに修復

しなければならない。
最後の点検が終了すると、工具の点検、整備記録の整理、明日の準備となる。すべての作業を終えた時、愛用の工具ベ

ルトを外し整備員の一日が終わる。

F-15戦闘機を点検中の空自第305飛行隊（茨城県）整備員�

自衛官の仕事（空自編）



１　教育訓練の受託
自衛隊は、その特性上、特殊な技術や教育訓練施設を

有していることから、部外から教育訓練の依頼を受けた

場合、任務遂行に支障を生じない限度において、自衛隊

員以外の者に対する教育訓練を行っている。

具体的には、警察、海上保安庁や消防職員に対するレ

ンジャーの基礎的な訓練、水中における捜索や救助法、

化学災害などへの対処要領の教育、警察や海上保安庁の

職員に対する航空機の操縦訓練である。また、防衛研究

所や防衛大学校研究科では、民間企業や他省庁などの職

員の教育を受託している。

本章2節（P292）

２　輸送業務
自衛隊は、関係省庁などからの依頼に基づき、陸・

海・空自衛隊のヘリコプターや政府専用機などにより、

国賓
こくひん

や内閣総理大臣などの輸送を行っている。

さらに、厚生労働省や外務省からの依頼を受け、硫黄
いおう

島
じま

戦没者の遺骨収集や日米戦没者合同慰霊顕彰式に対す

る輸送支援なども行っている。

また、政府専用機は、天皇・皇族の外国ご訪問の際に

使用されるほか、内閣総理大臣が国際会議に出席する際

などにも使われている。

なお、昨年７月には、自衛隊法施行令が一部改正され、

重要な用務の遂行のために特に必要があると認められる

場合には、自衛隊機により国務大臣を輸送することがで

きるようになった。

参照 ＞

会などに際し、輸送・通信支援などを行っている。

４　地元との交流
隊員は、市民や地方公共団体などが主催するさまざま

な行事に参加するなど、地域社会に溶け込むよう努めて

いる。また、多くの隊員が、個人的にスポーツ競技の審

判や指導員を引き受けるなどして、地元の人々との交流

を深めている。

なお、全国の駐屯地や基地の多くは、地元からの要請

により、グラウンド、体育館、プールなどの施設を開放

している。

３　国家的行事での礼式など
自衛隊は、国家的行事などにおいて天皇・皇族、国賓

などに対して儀
ぎ

じょう、と列
れつ

、礼砲などの礼式1を行って

いる。諸外国からの国賓に対する歓迎式典などにおける

儀じょうや礼砲は、国際儀礼上欠くことのできないもの

である。

なお、昨年７月、陸上自衛隊第302保安中隊（東京都

新宿区）は、儀
ぎ

じょう2000回2を達成した。

４　南極地域観測への協力
防衛庁は、65（昭和40）年の第７次観測から砕氷艦の

運航などの協力を行っている。昨年11月から本年４月ま

での第47次観測支援では、砕氷艦「しらせ」が、観測隊

員や物資約1,100トンの輸送を行ったほか、観測隊が計画

する海洋観測、定常観測、研究観測について艦上観測支
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日米戦没者合同慰霊顕彰式へのC-1輸送機による�
輸送支援�

1）儀じょう：国としての敬意を表するため、儀じょう隊が銃を持って敬礼などをすること。と列：路上に整列し、敬礼をすること。礼砲：敬意を表するために
大砲などで空包を撃つこと。

2）昭和32年以降、昨年まで49年間の積み重ねによるものである。
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援などを行い、わが国の南極地域観測事業において大き

な役割を果たした。砕氷艦「しらせ」は就役から23年が

経過し、各所に老朽化が見られることから、平成17年度

に後継艦の建造に着手した。

（図表6-4-1参照）

５　その他の協力
このほか自衛隊は、気象庁の要請による航空機での火

山観測や北海道沿岸地域の海氷観測など各種の観測支

援、放射能対策本部の要請による高空の浮遊塵
ふゆうじん

の収集や

放射能分析、国土地理院の要請による地図作製のための

航空測量などの支援を行っている。さらに、訓練の目的

に適合する場合には、国や地方公共団体などの委託を受

け、土木工事なども行っている。

なお、本年１月海上自衛隊第２航空群（青森県八戸市）

は、航空機による「海氷観測1000回」を達成した3。

COLUMN Q&AVOICE 解説�

不発弾処理員の仕事

電話が鳴り響き、「緊急要請！」の声が響く。この時から、
不発弾処理が始まる。工具や服装を整え、サイレンを鳴らし
て現場へ向かう。不発弾の種類は何か？近くに民家はない
か？学校は？いろいろな不安が頭をよぎる。
現場に到着して最初の任務は、不発弾の識別と現場周辺の

確認である。不発弾に近づく時は、不発弾処理員が最も緊張
する瞬間である。発見される爆弾は、大戦中のものであり、
見分けるのが難しい。じっと見てよく考え、そしておもむろ
に触る。ほんの一瞬の出来事であるがとても長く感じる。
識別が終わると、爆弾が安全化1されるまでの間に直射日

光や飛来物で爆発しないよう、土嚢などで保護する。その後、
爆弾の細部調査や周辺地域との調整が行われ、安全化が行われる。
「住民避難完了」「交通規制完了」準備が整う。「安全化開始せよ。」戦いのゴングが鳴らされた。安全化は、信管を取除

く極めて危険な作業であり、失敗は許されない。深呼吸を一つ。信管にレンチを装着し、手に伝わる感触だけを頼りに、
ゆっくりと回転させ信管を外しはじめる。信管が作動しませんように、と後は自分と仲間を信じるだけだ。
次の瞬間、信管が外れる。安堵とともに、この上ない喜びの瞬間である。そして、「住民避難、交通規制解除。」の連絡

が入り、現場での処理が完了し、不発弾との戦いが終わる。

1）安全化とは、不発弾から起爆機能（信管）を取除くことで、信管抜取りや信管破壊などの方法がある。

信管抜取り作業中の�
陸自第101不発弾処理隊（沖縄県）の隊員�

自衛官の仕事（陸自編）

3）昭和35年以降、気象庁に対する官庁間協力として開始され、本年まで45年間の積み重ねによるものである。

気象庁の要請により浅間山の火山観測支援を行う�
RF-4偵察機�
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実　績�

151日�

99日�

約20,000マイル�

総 行 動 日 数 �

南極圏行動日数�

総 航 程 �

昭和基地�

リュツォ・ホルム湾�

フリーマントル�
17.11.28（月）入港�
17.12. 3（土）出港�

南緯55度�17.12.8（木）� 18.3.16（木）�

東京（晴海）�
17.11.14（月）出港�
18. 4.13（木）入港�

シドニー�
18. 3.21（火）入港�
18. 3.27（月）出港�

図表6－4－1　第47次南極地域観測「しらせ」行動図�

COLUMN Q&AVOICE 解説�

潜水艦乗りの仕事

航海中、潜水艦乗りは基本的に3交代制で勤務する。この
交代制の勤務で当直につくことを“ワッチにつく”という。
そして、航海中は、潜望鏡を操作する者を除き、太陽や夜空
の星を見る者はいない。
ワッチ中、当直の一人一人に責任と緊張を維持することが

求められる。新米からベテランまで、胸に潜水艦乗りの証で
ある“ドルフィン・マーク＝潜水艦き章”を付けている以上、
それぞれがそれぞれの場でその重責を担う。そしてそのこと
に誇りをもつ。
潜航前は、必要な艦内のバルブの開閉状況などの確認が厳密に行われる。1,000を越えるバルブの状態が適正かどうか

をいちいち確認するのは、骨の折れる作業である。しかし、水中に潜航することの危険性を知り尽くしている潜水艦乗り
たちは、それを絶対におろそかにはしない。
また、潜水艦乗りたちは「人間は、ミスをする」ということも知っている。それゆえ、愚直なまでに“ダブル・チェッ

ク＝再確認”を行う。このため、潜航準備中、各区画の当直が一度確認したものを、一つ一つ幹部たちがチェックして回
る。手間のかかることであるが、そのために払う努力を惜しむ者は潜水艦乗りにはいない。
潜水艦乗りの勤務は決して快適でも楽でもない。しかし、その乗組員たちは、“潜水艦乗り”であるという誇りと使命感

を胸に、家族や友人などとの再会を心待ちにしながら、黙々と今日もどこかの海で任務に就いている。

浮上航行中の潜水艦「くろしお」�

自衛官の仕事（海自編）
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国際平和協力活動や災害派遣など、国内外での自衛隊

の活動の場の広がりに伴い、国民の防衛に対する関心も

高まっている1。しかし、自衛隊の活動は国民生活との接

点が少なく、自衛隊の実態がよく解らないとの声も多い。

このため、平素から防衛政策や自衛隊の活動を積極的に

広報する必要があるとの認識の下、防衛庁・自衛隊は、

さまざまな広報活動を行っており、特に、変化する国民

の意識やニーズを踏まえつつ、自衛隊の実態がより理解

されるよう努めている。

１　ホームページ（http://www.jda.
go.jp）、パンフレットなど

防衛庁・自衛隊は、インターネットによる情報提供・

意見聴取、広報ビデオの作成、街頭大型スクリーンでの

上映を行うなど、マルチメディアを活用した広報に取り

組んでいる。特に防衛庁ホームページへのアクセス件数

は、月約36万件に上っている。

また、防衛諸施策や自衛隊の活動などを説明した、さ

まざまなパンフレットの作成や配布2、報道機関への取材

協力など、自衛隊や防衛に関する正確な知識の普及と情

報の提供に努めている。

このほか、映画製作などに対しても協力を行ってお

り、最近では、映画「男たちのYAMATO」、「日本沈没」

やテレビドラマ「戦国自衛隊1600」などの撮影に協力し

た。

なお、近年の自衛隊の海外における活動の活発化に伴

い、海外からの防衛庁・自衛隊に対する関心も高まって

おり、広報活動は国際的になってきている。このため、

英語版パンフレット（Japan Defense Focus）を作成する

など、海外向けの情報発信などの取り組みも行っている。

２　イベント・広報施設など3

防衛庁・自衛隊は、自衛隊の現状を広く国民に紹介す

る活動も行っている。この活動には、毎年富士山麓
さんろく

で行

われる陸自の総合火力演習や、各地での海自の護衛艦に

よる体験航海、空自の基地航空祭での航空機の展示飛行

や体験搭乗などがある。また、全国に所在する駐屯地や

基地では、部隊の創立記念日などに、装備品の展示や部

隊見学、音楽隊によるコンサートなどを行うほか、広報

館や史料館の施設を公開している。さらに、自衛隊記念

日行事として、自衛隊音楽まつりや観閲式
かんえつしき

、観艦式
かんかんしき

、航

空観閲式などを行っている。

映画「日本沈没」の撮影� 航空観閲式で巡閲する内閣総理大臣�

1）本年2月に実施した「自衛隊・防衛問題に関する世論調査」において、約67％の人が自衛隊や防衛問題に関心があると回答。また、自衛隊に対する印象に
ついて、「良い」と回答した人は約85％に達した（いずれも過去最高）。※詳細については、資料64（P395）を参照

2）防衛庁ホームページ「広報パンフレット」のページを参照＜http://www.jda.go.jp/j/library/pamphlet/index.html＞

3）イベントなどの細部については、防衛庁ホームページ＜http://www.jda.go.jp/j/events/index.html＞参照。また、主な防衛庁・自衛隊の広報施設につい
ては、ホームページのほか、巻末（P426）参照

広報
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昨年の自衛隊音楽まつりは、在日米陸軍軍楽隊、米空

軍合同音楽隊、在沖海兵隊軍楽隊の参加を得て、日本武

道館で開催し、延べ約４万2,000人が来場した。また、観

閲式などについては、陸・海・空自衛隊が交互に主担当

となって、観閲式、観艦式、航空観閲式を行い、自衛隊

の装備や訓練の成果を国民に紹介している。昨年は、空

自が航空観閲式を行い、約7,100人が来場した。なお、本

年は、海自による観艦式を計画している。

３　体験入隊など4

自衛隊は、民間企業などからの依頼を受け、体験入隊

を行っている。これは、自衛隊の駐屯地や基地に２～３

日間宿泊し、隊員と同じような日課で自衛隊の生活や訓

練を体験するものである。また、青少年、大学生、女性

をそれぞれ対象とした自衛隊体験ツアーなども行ってお

り、昨年３月からは、これまでの各種ツアーに加え、幅

広い年齢層の女性が気軽に参加できる企画として、「女

性のための１日自衛隊見学」を実施している。

４　新たな取組など
防衛庁・自衛隊は、これまでの広報活動に加え、より

効果が高い広報を行うべく新たな施策に取り組んでい

る。例えば、市ヶ谷台ツアー5で来庁した学生と海外で活

動中の自衛官との間で、衛星回線によるテレビ会議を実

施し、活動の実情や現地での生活などをリアルタイムで

紹介し、参加した学生から好評を博した。さらに、本年

３月には、インターネット検索サイトにおけるバナー広

告やイラク広報用ポスターの都心主要駅への掲示など、

COLUMN Q&A解説�VOICE

海氷観測1,000回

海上自衛隊第2航空群（八戸基地）が、海氷観測1,000回を達成しました。戦術航空士として本任務に従事した壽福1尉
に、海氷観測時の苦労話などを聞きました。

「海氷観測」は、気象庁に対する官庁間協力のひとつで、
海上自衛隊は昭和35年から実施しています。日本周辺海域
における海氷の分布状況は、船舶の安全な航行のためにも必
要な重要な情報の１つであり、1,000回目の任務に従事す
ることができたことは大変光栄なことと感じています。また、
この間、大きな海難事故もなく船舶の安全運航に貢献できた
ことに誇りを感じます。
冬のオホーツク海や北太平洋は、荒れた天候の日が多いた

め、非常に緊張します。特に流氷の撮影を行う時には海面近
くまで高度を下げなければならず、乱気流が激しいときには、
かなり気を使います。
このような厳しい環境ですが、時々流氷の上で昼寝をして

いるアザラシを発見することもあり、心休まる気持ちになり
ます。

海氷観測1000回を達成した海自第２航空群（青森県）�

4）陸・海・空自衛隊の生活を体験するなどのツアー（ツアー情報は、前述のイベント情報アドレスを参照）

5）「主な防衛庁・自衛隊広報施設のご案内（見学無料）」巻末（P426）を参照。

海上自衛隊第2航空群（青森県八戸市） 1等海尉　壽福
じゅふく

秀
ひで

機
き
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これまでとは異なる広報媒体を主に活用し、一定期間に

集中して数種類の広報媒体を用いたパッケージ型広報活

動を行い、成果をあげた。

なお、こうした広報活動のほか、最近では、自衛官に

よる大学などでの講演なども行われており、わが国の安

全保障論議の高まりともあいまって、国民の新たなニー

ズにも応えている。

�UNDOF派遣隊員と中学生とのテレビ会議�
（UNDOF：ゴラン高原の国連兵力引き離し監視隊）�

空自浜松広報館来場者200万人達成の記念行事�

行政機関情報公開法は、行政機関の保有する情報の一

層の公開を図ることで政府の諸活動を国民に説明すると

ともに、国民の的確な理解と批判の下に公正で民主的な

行政の推進に資することを目的としており、防衛庁・自

衛隊は、同法に基づき業務を行っている。

防衛庁では、01（平成13）年の行政機関情報公開法の

施行以来、防衛庁本庁（東京都新宿区）と全国７か所の

自衛隊地方連絡部（３章４節（P167）参照）の合計８か

所に情報公開窓口を設置し、保有する行政文書について、

開示請求書の受付や開示の実施などを行っている。防衛

施設庁においても、本庁、各防衛施設局と各防衛施設支

局の合計12か所に情報公開窓口を設置し、同様の業務を

行っている。

なお、防衛庁・自衛隊では、02（同14）年５月の情報

公開開示請求者リスト事案を踏まえ、再発防止策を着実

に行っている。

社会が高度に情報化し、利便性が増す一方で、個人情

報の不正な取扱いに起因する個人の権利利益の侵害が社

会問題化している。これを受け、03（平成15）年に個人

情報保護法が制定され、昨年４月１日からは、国の行政

機関などを対象とした行政機関個人情報保護法が施行さ

れた。同法では、従来の電子計算機処理に係る個人情報

のみならず、行政文書に記録されたすべての個人情報の

取扱いが規定されている。また、その実効性を確保する

ため、本人が自己の個人情報の取り扱いなどに関与でき

る仕組みとして、個人情報の開示、訂正および利用停止

の制度が規定されている。

防衛庁では、行政機関個人情報保護法の施行に伴い、

個人情報の安全確保などのための措置を講ずるととも

に、個人情報の開示、訂正および利用停止に関する手続

1

1

4－1）＜http://www.jda.go.jp/j/info/joho/index.html＞

5－1）＜http://www.jda.go.jp/j/info/hogo/index.html＞

情報公開制度



を整備した。また、防衛庁本庁（東京都新宿区）と全国

７か所の自衛隊地方連絡部（３章４節（P167）参照）の

合計８か所に個人情報保護窓口を設置し、開示、訂正お

よび利用停止の各請求書の受付や開示の実施などを行っ

ている。防衛施設庁においても、本庁、各防衛施設局と

各防衛施設支局の合計12か所に保有個人情報開示などの

窓口を設置し、同様の業務を行っている。
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さまざまな角度（国内・国外情勢、技術革新の動向など）

からの分析が必要であることから、総合評価方式を主に

採用し、評価している。

平成17年度は、平成18年度から22年度までの政策評価

の基本方針となる「防衛庁における政策評価に関する基

本計画」を定めるとともに、「国際緊急援助隊」を始め、

46件の政策評価を実施した。

01（平成13）年、国民本位の効率的で質の高い行政の

実現を目的に、政策評価制度が導入され、翌年には、

「行政機関が行う政策の評価に関する法律」が施行され

た。

これらの方針に基づき、防衛庁の政策評価は、防衛

庁・自衛隊の「わが国の平和と独立を守り、国の安全を

保つこと」という目標を達成するための各種の施策など

について、評価を行っている。その評価にあたっては、

1）＜http://www.jda.go.jp/j/info/hyouka/index.html＞

1
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VOICECOLUMN 解説� Q&A

防衛研究所とは？

防衛研究所は、4つの顔を持っています。

第1の顔は、防衛庁のシンクタンク1としての顔です。安
全保障について理論的な研究から各国情勢といった地域研究
までの幅広い分野において政策的研究・分析を行い、防衛政
策の立案に寄与しています。例えば、『東アジア戦略概観』
などが刊行物として、広く部内外に提供されています。

第2の顔は、国際交流の場としての顔です。防衛研究所で
は、各国国防研究機関の研究者などとの相互訪問、多国間安
全保障セミナーの開催、留学生受入れなど、防衛交流を積極
的に推進しています。例えば、アジア・太平洋諸国安全保障
セミナーでは、域内約20か国の大佐、中佐クラスの軍人を
招いて、地域の安全保障に関する意見交換を行っています。
このような国際交流は、外国との信頼関係を作り出す上で重
要であり、近年非常に重視されています。

第3の顔は、教育機関としての顔です。近年、防衛庁・自
衛隊の役割は、わが国の防衛に加えて、PKO、防衛交流な
ど世界の安全保障環境の安定化への貢献といった分野にまで
広がっています。このような環境に対応する人材を育成する
ため、幹部自衛官及び防衛庁・他省庁等の幹部職員に対して、
所属する研究員のみならず、各界の著名人や第一人者を招き
高度な教育を行っています。

第4の顔は、戦史研究センターとしての顔です。防衛研究
所は、わが国最大の戦史研究センター2としても有名で、国
内外の戦史研究や戦史史料の管理を行っています。

1）さまざまな領域の専門家を集めて、社会開発や政策決定などの複合的な問題や未来の課題を研究する機関

2）図書史料室では、明治期以来の旧陸・海軍の公文書類など約15万冊を国立公文書館等と同様に一般公開しています。

�

アジア・太平洋諸国安全保障セミナー�






